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「農業農村整備の集い」開催される
　～農を守り、地方を創る予算の確保に向けて～
農業農村整備事業推進に関する
　要請活動の実施
君津市平山用水完成180年記念式典を盛大に開催
ため池フォーラム in くまもと
平成29年度財務・会計等研修会の開催

口絵 ： 香取農業事務所が新合同庁舎に移転しました

農業事務所だより　
　・海匝農業事務所
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水土里ネット広報女性部会【東日本】が開催されました
農地を貸したい・借りたいとお考えの方へ
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香取農業事務所が新合同庁舎に
移転しました。
香取農業事務所が新合同庁舎に
移転しました。
　香取農業事務所は平成29年11月4日から、佐原駅に隣り合わせとなる新合同庁舎に移転
しました。
　この新合同庁舎には、農業事務所の他に地域振興事務
所、県税事務所、教育事務所分室、農林総合研究センター
病害虫防除課分室、健康福祉センター、土木事務所が入っ
ています。

　新しい農業事務所はこの新合同庁舎の３階
に移り、総務課、企画振興課、改良普及課、地
域整備課、指導管理課が同じ階の一つの部屋
で業務を行うことができるようになりました。
　千葉県の農業事務所では初めてのことだそ
うです。
　これからも香取地域の農業行政に貢献してまいります。

新合同庁舎入口

執務室入口

執務室内の様子

　新年おめでとうございます。
　日頃は、水土里ネット千葉の運営に対しまして会員の皆様はじめ関係各位の温かいご支援を賜り、
厚く御礼申し上げます。
　昨年は、１１か国によるＴＰＰ交渉が大筋合意に至りました。全産業を通した経済効果は拡大され
ますが、農林水産業としては多くの疑問とその対策の是非が気になるところであります。また、１０月に
続けざまに襲来した台風２１号・２２号により、県内でも農作物や排水路等に多くの被害を受け、早急
な復旧が待たれるところです。
　さて、平成３０年度農業農村整備予算は、昨年より８．２％増の４，３４８億円、平成２９年度補正予算は
１，４５２億円を確保し、昨年度より２８億円増の５，８００億円となっており、平成２１年度当初予算を越え
民主党政権前の予算に復活したところです。
　また、昨年９月に｢改正土地改良法｣が成立し、担い手への農地の集積・集約の加速化に向け、農地
中間管理機構と連携した新たな基盤整備事業、防災・減災対策の強化が実施できる制度が創設され
ました。
　このような中、県内土地改良区からは、「土地改良事業の事業完了長期化への対応」「収益性の
高い農業による所得向上を実現するため、担い手への集積・集約」「国土強靱化を担う農業水利
施設等の老朽化による長寿命化対策の遅れ」「防災減災対策等への早急的な対応」など、多くの
要望が寄せられています。このため、更なる予算の確保と改正土地改良法の制度活用も含め、土地
改良関係者が力を合わせ、農業農村を守り、活気づけるため闘うことが必要です。
　農業者は収益性の高い農業を模索しているものの、農地の再整備が必須の条件の地域が多く
あります。農業も、地方創生の考え方から市町村と連携することで、その地域にあった効率の良い
農業の仕組みを考えていくことが大切です。
　さらに、米の消費拡大や担い手の育成・土地改良区の活用等、千葉県民にメッセ－ジを届けるた
め、様々な媒体を活用した情報発信も必要であると考えます。
　水土里ネット千葉は、今後も会員の皆様からの意見要望をとりまとめ、予算の確保と事業制度の
改善等、山積する課題解決に向けて、実践活動を現場主義で実施していく所存であります。
　引き続きましてご理解とご協力をお願い申し上げ、会員各位のご発展とご多幸をお祈りし、新年
の挨拶といたします。

香取農業事務所

旧庁舎での記念撮影

新合同庁舎外観
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水土里ネット千葉
（千葉県土地改良事業団体連合会）

会　長　林  　和雄

土地改良区の声を県民に
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全国水土里ネット
（全国土地改良事業団体連合会）

会　長　二 階　俊 博

新年にあたって ｢農業農村整備の集い｣開催される

　平成30年の年頭に当たり、土地改良に携わる全国の皆様に、謹んで新年のご祝詞を申し上げ
ます。
　昨年もまた、多くの災害に見舞われました。7月には九州北部地方を中心として集中豪雨が、また、
8月には台風5号が和歌山県に上陸、9月には台風18号が鹿児島県、高知県、兵庫県に上陸しま
した。さらに10月になって台風21号、22号と続けて発生し、沿岸部を中心に非常に大きな被害が
発生しました。これらの自然災害は、予期せぬ形で発生し、いずれも多大な被害をもたらしておりま
す。被災された方々には心からお見舞い申し上げますとともに、一日も早い復旧が出来ますよう、私
どもとしても一体となって全力を尽くしたいと思います。
　さて、私は会長に就任以来、民主党政権時代に7割近く削減された状況であった予算をまずは
復活させようと、「闘う土地改良」の重要性を訴え、予算獲得に向け本気になって取り組んで参りま
した。全国の皆様の大きな力によって、平成30年度当初予算は328億円の増の4,348億円、平成
29年度の補正予算を合わせると、5,800億円と平成22年度の大幅削減を上回る水準となりまし
た。ひとえに皆様方のご尽力の賜であると、心から感謝致します。
　また、土地改良の代表を再び国会へ送り込むとの強い決意のもと、一昨年の参議院選挙では、
見事進藤さんが当選を果たされました。この選挙活動を通じて、地方のすみずみまで「闘う土地改
良」の精神が滲透したと実感いたしております。今後は、進藤さんの活動と連携して、更に一層の
浸透が図られるよう念じております。
　今、全国の農業農村では、過疎化・高齢化、担い手不足に加え、地域活力の低下などの課題が
山積しております。また、コメなどを巡る先行き不安から、状況が一段と厳しくなっております。一方
で、全国で農業水利施設の老朽化が進行しており、食料生産の増大、非食料用米への転換に支障
を来すばかりでなく、国民の生命や財産にも多大な損害をもたらすのではないかと危惧されており
ます。
　このような状況の中、昨年の通常国会では改正土地改良法が成立し、担い手への農地の集積・
集約の加速化に向け、農地中間管理機構と連携した新たな基盤整備事業を実施できる制度が創
設されました。また、防災・減災対策の強化や事業実施手続の簡素化といった使い勝手の良い事
業制度も整えられました。
　私たち土地改良担当者としましては、これら政府の動きと軌を一にして、これまで培ってきた技術
と蓄積された経験を活用し、「闘う土地改良」を活動の基本におきつつ積極的に貢献していくこと
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が重要であると考えており、加えて、水土里ネットが農業農村を守り、発展させていくことの重要性
について広く国民の皆様にアピールし、共感を得ていく努力が必要と考えます。皆様と一体となっ
て取り組み、所期の成果が得られますよう、引き続き奮闘して参りたいと思います。
　最後になりますが、本日、輝かしい年の初めに当たり、本年も農業農村が活力を得て、一層発展し
ますようご期待申し上げますとともに、本年が全国の皆様にとってよき年であり、日々健やかに過ご
されますようご祈念申し上げまして、私の新年のご挨拶といたします。

　新年あけましておめでとうございます。皆様方におかれましては、佳い年をお迎えのこととお慶び
申し上げます。
　私も参議院議員として国政に参画して２回目の新年を迎えました。新年に当たり、常日頃からの
皆様のご協力とご理解に心より感謝申し上げますとともに、心を新たにして皆様のご期待に着実に
応えることができるよう努力してまいる覚悟です。
　昨年も災害の多い年でした。７月の九州北部豪雨災害や秋田の洪水被害をはじめ各地で豪雨
や台風による被害がありました。被災された方々には心からお見舞い申し上げますとともに、早期の
復旧・復興に全力を尽していく必要があります。勿論、東日本大震災や原子力災害への対応につい
ても、引き続きしっかりと対応していくことが重要です。また、気候変動に起因すると思われる豪雨
災害等が頻発していることを踏まえ、防災減災対策の早期かつ着実な実施が喫緊の課題となって
おり、各地域の実情や特性を踏まえて機動的に対応していく必要があります。
　土地改良にとって本年は、昨年に引き続き重要な年となります。
　まず米政策大転換元年に対する取組です。第一に、本年から国が米の生産数量目標の各都道
府県への配分を廃止することに対する取組です。本年からは、地方の再生協議会が独自に米の生
産数量目標を定めることになります。これに応じて、水田における飼料米、麦、大豆等の作付け目標
を定め、市場動向等を睨みながら農家や地域の所得確保の最大化に挑むことになります。この挑
戦が成果として結実するには、水田の大区画化や施設管理の省力化等による生産コストの削減を
基本として、戦略作物（麦、大豆等）や高収益作物（野菜等）の生産に欠かせない排水改良等の土

地改良が不可欠であり、その役割は益々増大していきます。第二に、米の直接支払交付金（10a当
たり7500円の交付）が平成29年度限りで廃止されることに対する取組です。これに関しては、基
本的にここ３年の間で回復した米価の安定が最重要課題ですが、あくまでも一律の米価でなく、産
地・銘柄ごとに消費者の需要動向に応じた生産を行うことが大切です。不足している業務用米に
対して低米価で供給しつつ、更なる生産コストの削減を進め、総体として農家の所得が増加する取
組が欠かせません。これについても、土地改良の果たす役割が極めて大きいものがあります。
　そうした中で、水田作、畑作双方とも生産コストの削減を徹底することが必要となりますが、その
削減分が農家の所得に確実に還元される仕組みの構築が重要となります。その一環として農家負
担の少ない土地改良事業の実施が挙げられます。事業実施時の農家負担金を抑制するとともに、
施設管理時の農家賦課金を節減する取組、これらは農家個々人の努力のみでは実現できないこと
であり、政策技術と現場技術の双方から、官民挙げてその知見を総動員する必要があると考えま
す。こうした視点から、新たに制度化された農地中間管理機構が借り入れしている農地について農
業者の費用負担や同意を求めない基盤整備事業の活用など、昨年見直された土地改良制度等を
有効に活用していく必要があります。
　次に予算です。今年度補正予算で昨年に引き続き1,452億円の追加がなされ、更に平成30年
度当初予算政府案においても4,348億円（対前年328億円増）が計上され、補正と当初を合わせ
て5,800億円を確保するなど着実に予算が回復してまいりました。これは、まさに「闘う土地改良」
の成果であります。私は、再三強調していますが、補正予算は、基本的に予算不足による継続地区
の工期遅延を正常化する予算であり、当初予算は順番待をしている新規地区の早期の着工と完
了に必要な安定的な予算です。こうした予算の性格と現場の適応性を踏まえた的確な予算要請も
重要だと考えています。いずれにしても土地改良は、政策目標を達成するための手段です。その手
段が予算不足により機能しなければ目標が達成できないのは自明なのであり、今後の予算要請に
当たっては、目標を明らかにしつつ、予算不足がもたらす目標達成への影響を分かりやすく訴えて
いくことも必要と考えます。
　千葉県は首都圏の台所を担う全国有数の農業県ですが、農業生産の基盤である土地改良施設
の老朽化度合いが極めて高く、早急な対策が必要と聞いています。また、新たな担い手確保のため、
ほ場整備事業の要望地区が増加しており、自然災害に備えた防災減災事業の計画的な執行のた
めにも、当初予算の十分な確保が求められています。
　往々にして課題の大きさと重さに伏し目がちになりますが、是非とも頭を上げ、目を見開き、微笑
みをもって前に進みましょう。どんな困難も一人でなく皆で立ち向かいましょう。私自身、今年も引き
続き「闘う土地改良」の先頭に立たせていただき、全力投球で皆様と一緒になって諸課題の解決
に向けて専心努力してまいる覚悟を新たにしているところです。本年が皆様にとってご家族共々素
晴らしい一年となりますよう心からお祈り申し上げ、新年の挨拶といたします。
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引き続き「闘う土地改良」で全力

｢農業農村整備の集い｣開催される

　平成30年の年頭に当たり、土地改良に携わる全国の皆様に、謹んで新年のご祝詞を申し上げ
ます。
　昨年もまた、多くの災害に見舞われました。7月には九州北部地方を中心として集中豪雨が、また、
8月には台風5号が和歌山県に上陸、9月には台風18号が鹿児島県、高知県、兵庫県に上陸しま
した。さらに10月になって台風21号、22号と続けて発生し、沿岸部を中心に非常に大きな被害が
発生しました。これらの自然災害は、予期せぬ形で発生し、いずれも多大な被害をもたらしておりま
す。被災された方々には心からお見舞い申し上げますとともに、一日も早い復旧が出来ますよう、私
どもとしても一体となって全力を尽くしたいと思います。
　さて、私は会長に就任以来、民主党政権時代に7割近く削減された状況であった予算をまずは
復活させようと、「闘う土地改良」の重要性を訴え、予算獲得に向け本気になって取り組んで参りま
した。全国の皆様の大きな力によって、平成30年度当初予算は328億円の増の4,348億円、平成
29年度の補正予算を合わせると、5,800億円と平成22年度の大幅削減を上回る水準となりまし
た。ひとえに皆様方のご尽力の賜であると、心から感謝致します。
　また、土地改良の代表を再び国会へ送り込むとの強い決意のもと、一昨年の参議院選挙では、
見事進藤さんが当選を果たされました。この選挙活動を通じて、地方のすみずみまで「闘う土地改
良」の精神が滲透したと実感いたしております。今後は、進藤さんの活動と連携して、更に一層の
浸透が図られるよう念じております。
　今、全国の農業農村では、過疎化・高齢化、担い手不足に加え、地域活力の低下などの課題が
山積しております。また、コメなどを巡る先行き不安から、状況が一段と厳しくなっております。一方
で、全国で農業水利施設の老朽化が進行しており、食料生産の増大、非食料用米への転換に支障
を来すばかりでなく、国民の生命や財産にも多大な損害をもたらすのではないかと危惧されており
ます。
　このような状況の中、昨年の通常国会では改正土地改良法が成立し、担い手への農地の集積・
集約の加速化に向け、農地中間管理機構と連携した新たな基盤整備事業を実施できる制度が創
設されました。また、防災・減災対策の強化や事業実施手続の簡素化といった使い勝手の良い事
業制度も整えられました。
　私たち土地改良担当者としましては、これら政府の動きと軌を一にして、これまで培ってきた技術
と蓄積された経験を活用し、「闘う土地改良」を活動の基本におきつつ積極的に貢献していくこと

が重要であると考えており、加えて、水土里ネットが農業農村を守り、発展させていくことの重要性
について広く国民の皆様にアピールし、共感を得ていく努力が必要と考えます。皆様と一体となっ
て取り組み、所期の成果が得られますよう、引き続き奮闘して参りたいと思います。
　最後になりますが、本日、輝かしい年の初めに当たり、本年も農業農村が活力を得て、一層発展し
ますようご期待申し上げますとともに、本年が全国の皆様にとってよき年であり、日々健やかに過ご
されますようご祈念申し上げまして、私の新年のご挨拶といたします。
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について広く国民の皆様にアピールし、共感を得ていく努力が必要と考えます。皆様と一体となっ
て取り組み、所期の成果が得られますよう、引き続き奮闘して参りたいと思います。
　最後になりますが、本日、輝かしい年の初めに当たり、本年も農業農村が活力を得て、一層発展し
ますようご期待申し上げますとともに、本年が全国の皆様にとってよき年であり、日々健やかに過ご
されますようご祈念申し上げまして、私の新年のご挨拶といたします。

　新年あけましておめでとうございます。皆様方におかれましては、佳い年をお迎えのこととお慶び
申し上げます。
　私も参議院議員として国政に参画して２回目の新年を迎えました。新年に当たり、常日頃からの
皆様のご協力とご理解に心より感謝申し上げますとともに、心を新たにして皆様のご期待に着実に
応えることができるよう努力してまいる覚悟です。
　昨年も災害の多い年でした。７月の九州北部豪雨災害や秋田の洪水被害をはじめ各地で豪雨
や台風による被害がありました。被災された方々には心からお見舞い申し上げますとともに、早期の
復旧・復興に全力を尽していく必要があります。勿論、東日本大震災や原子力災害への対応につい
ても、引き続きしっかりと対応していくことが重要です。また、気候変動に起因すると思われる豪雨
災害等が頻発していることを踏まえ、防災減災対策の早期かつ着実な実施が喫緊の課題となって
おり、各地域の実情や特性を踏まえて機動的に対応していく必要があります。
　土地改良にとって本年は、昨年に引き続き重要な年となります。
　まず米政策大転換元年に対する取組です。第一に、本年から国が米の生産数量目標の各都道
府県への配分を廃止することに対する取組です。本年からは、地方の再生協議会が独自に米の生
産数量目標を定めることになります。これに応じて、水田における飼料米、麦、大豆等の作付け目標
を定め、市場動向等を睨みながら農家や地域の所得確保の最大化に挑むことになります。この挑
戦が成果として結実するには、水田の大区画化や施設管理の省力化等による生産コストの削減を
基本として、戦略作物（麦、大豆等）や高収益作物（野菜等）の生産に欠かせない排水改良等の土

　新年あけましておめでとうございます。皆様方におかれましては、佳い年をお迎えのこととお慶び
申し上げます。
　私も参議院議員として国政に参画して２回目の新年を迎えました。新年に当たり、常日頃からの
皆様のご協力とご理解に心より感謝申し上げますとともに、心を新たにして皆様のご期待に着実に
応えることができるよう努力してまいる覚悟です。
　昨年も災害の多い年でした。７月の九州北部豪雨災害や秋田の洪水被害をはじめ各地で豪雨
や台風による被害がありました。被災された方々には心からお見舞い申し上げますとともに、早期の
復旧・復興に全力を尽していく必要があります。勿論、東日本大震災や原子力災害への対応につい
ても、引き続きしっかりと対応していくことが重要です。また、気候変動に起因すると思われる豪雨
災害等が頻発していることを踏まえ、防災減災対策の早期かつ着実な実施が喫緊の課題となって
おり、各地域の実情や特性を踏まえて機動的に対応していく必要があります。
　土地改良にとって本年は、昨年に引き続き重要な年となります。
　まず米政策大転換元年に対する取組です。第一に、本年から国が米の生産数量目標の各都道
府県への配分を廃止することに対する取組です。本年からは、地方の再生協議会が独自に米の生
産数量目標を定めることになります。これに応じて、水田における飼料米、麦、大豆等の作付け目標
を定め、市場動向等を睨みながら農家や地域の所得確保の最大化に挑むことになります。この挑
戦が成果として結実するには、水田の大区画化や施設管理の省力化等による生産コストの削減を
基本として、戦略作物（麦、大豆等）や高収益作物（野菜等）の生産に欠かせない排水改良等の土

地改良が不可欠であり、その役割は益々増大していきます。第二に、米の直接支払交付金（10a当
たり7500円の交付）が平成29年度限りで廃止されることに対する取組です。これに関しては、基
本的にここ３年の間で回復した米価の安定が最重要課題ですが、あくまでも一律の米価でなく、産
地・銘柄ごとに消費者の需要動向に応じた生産を行うことが大切です。不足している業務用米に
対して低米価で供給しつつ、更なる生産コストの削減を進め、総体として農家の所得が増加する取
組が欠かせません。これについても、土地改良の果たす役割が極めて大きいものがあります。
　そうした中で、水田作、畑作双方とも生産コストの削減を徹底することが必要となりますが、その
削減分が農家の所得に確実に還元される仕組みの構築が重要となります。その一環として農家負
担の少ない土地改良事業の実施が挙げられます。事業実施時の農家負担金を抑制するとともに、
施設管理時の農家賦課金を節減する取組、これらは農家個々人の努力のみでは実現できないこと
であり、政策技術と現場技術の双方から、官民挙げてその知見を総動員する必要があると考えま
す。こうした視点から、新たに制度化された農地中間管理機構が借り入れしている農地について農
業者の費用負担や同意を求めない基盤整備事業の活用など、昨年見直された土地改良制度等を
有効に活用していく必要があります。
　次に予算です。今年度補正予算で昨年に引き続き1,452億円の追加がなされ、更に平成30年
度当初予算政府案においても4,348億円（対前年328億円増）が計上され、補正と当初を合わせ
て5,800億円を確保するなど着実に予算が回復してまいりました。これは、まさに「闘う土地改良」
の成果であります。私は、再三強調していますが、補正予算は、基本的に予算不足による継続地区
の工期遅延を正常化する予算であり、当初予算は順番待をしている新規地区の早期の着工と完
了に必要な安定的な予算です。こうした予算の性格と現場の適応性を踏まえた的確な予算要請も
重要だと考えています。いずれにしても土地改良は、政策目標を達成するための手段です。その手
段が予算不足により機能しなければ目標が達成できないのは自明なのであり、今後の予算要請に
当たっては、目標を明らかにしつつ、予算不足がもたらす目標達成への影響を分かりやすく訴えて
いくことも必要と考えます。
　千葉県は首都圏の台所を担う全国有数の農業県ですが、農業生産の基盤である土地改良施設
の老朽化度合いが極めて高く、早急な対策が必要と聞いています。また、新たな担い手確保のため、
ほ場整備事業の要望地区が増加しており、自然災害に備えた防災減災事業の計画的な執行のた
めにも、当初予算の十分な確保が求められています。
　往々にして課題の大きさと重さに伏し目がちになりますが、是非とも頭を上げ、目を見開き、微笑
みをもって前に進みましょう。どんな困難も一人でなく皆で立ち向かいましょう。私自身、今年も引き
続き「闘う土地改良」の先頭に立たせていただき、全力投球で皆様と一緒になって諸課題の解決
に向けて専心努力してまいる覚悟を新たにしているところです。本年が皆様にとってご家族共々素
晴らしい一年となりますよう心からお祈り申し上げ、新年の挨拶といたします。
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｢農業農村整備の集い｣開催される

　平成30年の年頭に当たり、土地改良に携わる全国の皆様に、謹んで新年のご祝詞を申し上げ
ます。
　昨年もまた、多くの災害に見舞われました。7月には九州北部地方を中心として集中豪雨が、また、
8月には台風5号が和歌山県に上陸、9月には台風18号が鹿児島県、高知県、兵庫県に上陸しま
した。さらに10月になって台風21号、22号と続けて発生し、沿岸部を中心に非常に大きな被害が
発生しました。これらの自然災害は、予期せぬ形で発生し、いずれも多大な被害をもたらしておりま
す。被災された方々には心からお見舞い申し上げますとともに、一日も早い復旧が出来ますよう、私
どもとしても一体となって全力を尽くしたいと思います。
　さて、私は会長に就任以来、民主党政権時代に7割近く削減された状況であった予算をまずは
復活させようと、「闘う土地改良」の重要性を訴え、予算獲得に向け本気になって取り組んで参りま
した。全国の皆様の大きな力によって、平成30年度当初予算は328億円の増の4,348億円、平成
29年度の補正予算を合わせると、5,800億円と平成22年度の大幅削減を上回る水準となりまし
た。ひとえに皆様方のご尽力の賜であると、心から感謝致します。
　また、土地改良の代表を再び国会へ送り込むとの強い決意のもと、一昨年の参議院選挙では、
見事進藤さんが当選を果たされました。この選挙活動を通じて、地方のすみずみまで「闘う土地改
良」の精神が滲透したと実感いたしております。今後は、進藤さんの活動と連携して、更に一層の
浸透が図られるよう念じております。
　今、全国の農業農村では、過疎化・高齢化、担い手不足に加え、地域活力の低下などの課題が
山積しております。また、コメなどを巡る先行き不安から、状況が一段と厳しくなっております。一方
で、全国で農業水利施設の老朽化が進行しており、食料生産の増大、非食料用米への転換に支障
を来すばかりでなく、国民の生命や財産にも多大な損害をもたらすのではないかと危惧されており
ます。
　このような状況の中、昨年の通常国会では改正土地改良法が成立し、担い手への農地の集積・
集約の加速化に向け、農地中間管理機構と連携した新たな基盤整備事業を実施できる制度が創
設されました。また、防災・減災対策の強化や事業実施手続の簡素化といった使い勝手の良い事
業制度も整えられました。
　私たち土地改良担当者としましては、これら政府の動きと軌を一にして、これまで培ってきた技術
と蓄積された経験を活用し、「闘う土地改良」を活動の基本におきつつ積極的に貢献していくこと

が重要であると考えており、加えて、水土里ネットが農業農村を守り、発展させていくことの重要性
について広く国民の皆様にアピールし、共感を得ていく努力が必要と考えます。皆様と一体となっ
て取り組み、所期の成果が得られますよう、引き続き奮闘して参りたいと思います。
　最後になりますが、本日、輝かしい年の初めに当たり、本年も農業農村が活力を得て、一層発展し
ますようご期待申し上げますとともに、本年が全国の皆様にとってよき年であり、日々健やかに過ご
されますようご祈念申し上げまして、私の新年のご挨拶といたします。

　新年あけましておめでとうございます。皆様方におかれましては、佳い年をお迎えのこととお慶び
申し上げます。
　私も参議院議員として国政に参画して２回目の新年を迎えました。新年に当たり、常日頃からの
皆様のご協力とご理解に心より感謝申し上げますとともに、心を新たにして皆様のご期待に着実に
応えることができるよう努力してまいる覚悟です。
　昨年も災害の多い年でした。７月の九州北部豪雨災害や秋田の洪水被害をはじめ各地で豪雨
や台風による被害がありました。被災された方々には心からお見舞い申し上げますとともに、早期の
復旧・復興に全力を尽していく必要があります。勿論、東日本大震災や原子力災害への対応につい
ても、引き続きしっかりと対応していくことが重要です。また、気候変動に起因すると思われる豪雨
災害等が頻発していることを踏まえ、防災減災対策の早期かつ着実な実施が喫緊の課題となって
おり、各地域の実情や特性を踏まえて機動的に対応していく必要があります。
　土地改良にとって本年は、昨年に引き続き重要な年となります。
　まず米政策大転換元年に対する取組です。第一に、本年から国が米の生産数量目標の各都道
府県への配分を廃止することに対する取組です。本年からは、地方の再生協議会が独自に米の生
産数量目標を定めることになります。これに応じて、水田における飼料米、麦、大豆等の作付け目標
を定め、市場動向等を睨みながら農家や地域の所得確保の最大化に挑むことになります。この挑
戦が成果として結実するには、水田の大区画化や施設管理の省力化等による生産コストの削減を
基本として、戦略作物（麦、大豆等）や高収益作物（野菜等）の生産に欠かせない排水改良等の土

地改良が不可欠であり、その役割は益々増大していきます。第二に、米の直接支払交付金（10a当
たり7500円の交付）が平成29年度限りで廃止されることに対する取組です。これに関しては、基
本的にここ３年の間で回復した米価の安定が最重要課題ですが、あくまでも一律の米価でなく、産
地・銘柄ごとに消費者の需要動向に応じた生産を行うことが大切です。不足している業務用米に
対して低米価で供給しつつ、更なる生産コストの削減を進め、総体として農家の所得が増加する取
組が欠かせません。これについても、土地改良の果たす役割が極めて大きいものがあります。
　そうした中で、水田作、畑作双方とも生産コストの削減を徹底することが必要となりますが、その
削減分が農家の所得に確実に還元される仕組みの構築が重要となります。その一環として農家負
担の少ない土地改良事業の実施が挙げられます。事業実施時の農家負担金を抑制するとともに、
施設管理時の農家賦課金を節減する取組、これらは農家個々人の努力のみでは実現できないこと
であり、政策技術と現場技術の双方から、官民挙げてその知見を総動員する必要があると考えま
す。こうした視点から、新たに制度化された農地中間管理機構が借り入れしている農地について農
業者の費用負担や同意を求めない基盤整備事業の活用など、昨年見直された土地改良制度等を
有効に活用していく必要があります。
　次に予算です。今年度補正予算で昨年に引き続き1,452億円の追加がなされ、更に平成30年
度当初予算政府案においても4,348億円（対前年328億円増）が計上され、補正と当初を合わせ
て5,800億円を確保するなど着実に予算が回復してまいりました。これは、まさに「闘う土地改良」
の成果であります。私は、再三強調していますが、補正予算は、基本的に予算不足による継続地区
の工期遅延を正常化する予算であり、当初予算は順番待をしている新規地区の早期の着工と完
了に必要な安定的な予算です。こうした予算の性格と現場の適応性を踏まえた的確な予算要請も
重要だと考えています。いずれにしても土地改良は、政策目標を達成するための手段です。その手
段が予算不足により機能しなければ目標が達成できないのは自明なのであり、今後の予算要請に
当たっては、目標を明らかにしつつ、予算不足がもたらす目標達成への影響を分かりやすく訴えて
いくことも必要と考えます。
　千葉県は首都圏の台所を担う全国有数の農業県ですが、農業生産の基盤である土地改良施設
の老朽化度合いが極めて高く、早急な対策が必要と聞いています。また、新たな担い手確保のため、
ほ場整備事業の要望地区が増加しており、自然災害に備えた防災減災事業の計画的な執行のた
めにも、当初予算の十分な確保が求められています。
　往々にして課題の大きさと重さに伏し目がちになりますが、是非とも頭を上げ、目を見開き、微笑
みをもって前に進みましょう。どんな困難も一人でなく皆で立ち向かいましょう。私自身、今年も引き
続き「闘う土地改良」の先頭に立たせていただき、全力投球で皆様と一緒になって諸課題の解決
に向けて専心努力してまいる覚悟を新たにしているところです。本年が皆様にとってご家族共々素
晴らしい一年となりますよう心からお祈り申し上げ、新年の挨拶といたします。
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　昨年１１月１５日、東京都千代田区の砂防会館別館｢シェ－ン

バッハ・サボ－｣において｢農業農村整備の集い｣が開催されま

した。

　大会には、来賓として齋藤健農林水産大臣をはじめ多数の国

会議員が駆けつけ、また、1200名を超える土地改良区の関係

者が全国から参集し盛大に行われました。

　この集いは、昨年６月にも開催されておりますが、全国の農業

農村整備関係者が一同に会し、現下の情勢を共有した上で、農

業農村整備の一層の推進を図っていくことを目的に開催されるものです。

　冒頭の主催者挨拶で、二階俊博全国土地改良事業団体連合会長は、「今、土地改良は、本年９月に施行さ

れた改正土地改良法を基軸に、新たな展開を図る大きな節目の時にある。平成３０年度予算、平成２９年度

補正予算を実りあるものとする。皆で団結して期待に応えていく。」と力強く述べられ、土地改良関係者の

更なる結束を訴えました。

　来賓の祝辞では、齋藤健農林水産大臣が、「土地改良は、農業の競争力強化や国土強靱化といった現下

の施策課題に取り組んでいく上で重要な役割を果たしている。農業者が誇りを持ち、安心して活躍できる

強い農業の実現、美しく活力ある農村の創出のため、予算獲得

に向けて努力していく。」と述べられました。

　引き続き、進藤金日子参議院議員・都道府県土連会長会議顧

問も祝辞の中で、「農業農村は食料の安定供給に不可欠であ

り、土地改良は日本の命綱である。この命綱を支えていくため

予算確保に向けて皆さんと一緒に頑張っていきたい。」と力説

されました。

　その後の事例発表では、優れた営農を展開している3地区が

紹介され、おわりに要請文を満場一致で採択し、ガンバロウ三

唱を一同で唱和し盛会のうちに集いを閉じました。

　集い終了後、各県代表者は関連の国会議員や関係省庁へ要

望活動を行い、本県も農林水産省に伺い齋藤健農林水産大臣

に要請をして参りました。

　集いに参加いただいた本県土地改良区の皆様には大変お世

話になりました。本誌面をお借りして厚くお礼申し上げます。

水土里ネット千葉　総務部

｢農業農村整備の集い｣開催される｢農業農村整備の集い｣開催される
～農を守り、地方を創る予算の確保に向けて～
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戦が成果として結実するには、水田の大区画化や施設管理の省力化等による生産コストの削減を
基本として、戦略作物（麦、大豆等）や高収益作物（野菜等）の生産に欠かせない排水改良等の土

地改良が不可欠であり、その役割は益々増大していきます。第二に、米の直接支払交付金（10a当
たり7500円の交付）が平成29年度限りで廃止されることに対する取組です。これに関しては、基
本的にここ３年の間で回復した米価の安定が最重要課題ですが、あくまでも一律の米価でなく、産
地・銘柄ごとに消費者の需要動向に応じた生産を行うことが大切です。不足している業務用米に
対して低米価で供給しつつ、更なる生産コストの削減を進め、総体として農家の所得が増加する取
組が欠かせません。これについても、土地改良の果たす役割が極めて大きいものがあります。
　そうした中で、水田作、畑作双方とも生産コストの削減を徹底することが必要となりますが、その
削減分が農家の所得に確実に還元される仕組みの構築が重要となります。その一環として農家負
担の少ない土地改良事業の実施が挙げられます。事業実施時の農家負担金を抑制するとともに、
施設管理時の農家賦課金を節減する取組、これらは農家個々人の努力のみでは実現できないこと
であり、政策技術と現場技術の双方から、官民挙げてその知見を総動員する必要があると考えま
す。こうした視点から、新たに制度化された農地中間管理機構が借り入れしている農地について農
業者の費用負担や同意を求めない基盤整備事業の活用など、昨年見直された土地改良制度等を
有効に活用していく必要があります。
　次に予算です。今年度補正予算で昨年に引き続き1,452億円の追加がなされ、更に平成30年
度当初予算政府案においても4,348億円（対前年328億円増）が計上され、補正と当初を合わせ
て5,800億円を確保するなど着実に予算が回復してまいりました。これは、まさに「闘う土地改良」
の成果であります。私は、再三強調していますが、補正予算は、基本的に予算不足による継続地区
の工期遅延を正常化する予算であり、当初予算は順番待をしている新規地区の早期の着工と完
了に必要な安定的な予算です。こうした予算の性格と現場の適応性を踏まえた的確な予算要請も
重要だと考えています。いずれにしても土地改良は、政策目標を達成するための手段です。その手
段が予算不足により機能しなければ目標が達成できないのは自明なのであり、今後の予算要請に
当たっては、目標を明らかにしつつ、予算不足がもたらす目標達成への影響を分かりやすく訴えて
いくことも必要と考えます。
　千葉県は首都圏の台所を担う全国有数の農業県ですが、農業生産の基盤である土地改良施設
の老朽化度合いが極めて高く、早急な対策が必要と聞いています。また、新たな担い手確保のため、
ほ場整備事業の要望地区が増加しており、自然災害に備えた防災減災事業の計画的な執行のた
めにも、当初予算の十分な確保が求められています。
　往々にして課題の大きさと重さに伏し目がちになりますが、是非とも頭を上げ、目を見開き、微笑
みをもって前に進みましょう。どんな困難も一人でなく皆で立ち向かいましょう。私自身、今年も引き
続き「闘う土地改良」の先頭に立たせていただき、全力投球で皆様と一緒になって諸課題の解決
に向けて専心努力してまいる覚悟を新たにしているところです。本年が皆様にとってご家族共々素
晴らしい一年となりますよう心からお祈り申し上げ、新年の挨拶といたします。

▲二階俊博 全土連会長

▲齋藤健 農林水産大臣

▲進藤金日子 参議院議員
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　昨年１１月８日（水）千葉県土地改良事業団体連合会による、麻生太郎財務大臣への要望活動を実施しました。

　当日は、森英介衆議院議員、進藤金日子参議院議員立ち会いのもと、林和雄連合会会長、杉森浩千葉県耕

地課長等が参加して、麻生財務大臣に千葉県の農業農村整備事業の先進的な事例を紹介し、農業農村整備

事業の平成３０年度当初予算確保及び平成２９年度補正予算確保の必要性について要望活動を実施しました。

農業農村整備事業推進に関する
要請活動の実施

農業農村整備事業推進に関する
要請活動の実施

▲要望書を手渡す林会長 ▲会談の風景

● 農業農村整備事業に関する平成３０年度当初予算確保及び平成２９年度補正予算確保の要望

千葉県土地改良事業団体連合会による財務省要望活動

【 要 望 内 容 】

　昨年１１月１０日（金）関東一都九県土地改良事業団体連合会協議会による要請活動を実施しました。

　当日は、藤原忠彦長野県土連会長他、一都九県の各専務理事・常務理事・事務局長等が参集し、宮下一郎衆

議院議員、小泉進次郎衆議院議員、前田努財務省主計局主計官、農林水産省農村振興局幹部に対して、要請

活動を実施しました。

▲小泉進次郎  衆議院議員 ▲前田努  財務省主計局主計官

関東一都九県土地改良事業団体連合会協議会要請活動



07ネットちば・・・

水土里ネットちば

●●●●●●●●●水  土  里●●●

農業農村整備事業推進に関する
要請活動の実施

　昨年１１月１５日（水）農業農村整備のつどい終了後、千葉県土地改良事業団体連合会による、齋藤健農林水

産大臣への提案活動を実施しました。

　当日は、進藤金日子参議院議員立ち会いのもと、山田副会長、鈴木副会長常務理事を始め、千葉土連理事と

千葉県手賀沼土地改良区秋山理事長等が参加して、齋藤農林水産大臣に千葉県の農業農村整備事業の先

進的な事例を紹介し、農業農村整備事業の平成３０年度当初予算確保及び平成２９年度補正予算の必要性に

ついて提案活動を実施しました。

▲提案書を手渡す山田副会長 ▲会談の風景

● 農業農村整備事業に関する平成３０年度当初予算確保及び平成２９年度補正予算確保の提案

千葉県土地改良事業団体連合会による
農林水産省提案活動

【 提 案 内 容 】

●

●

●

●

●

農業農村整備事業予算について、地域からの強い要請に十分対応できる、
平成３０年度当初予算及び平成２９年度補正予算の確保
改正土地改良法の積極的活用を通じた事業推進を図るための十分な予算の確保
農業者の所得向上の実現から、担い手への農地集積・集約、大区画化や汎用化・畑地化等の
基盤整備事業の推進
国土強靱化を担う農業水利施設等の長寿命化や耐震化を図るため、保全管理並びに
防災・減災対策等への支援強化
国営造成施設管理体制整備促進事業の継続

【要請内容（主な内容】
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君津市平山用水完成 1 8 0年記念式典を盛大に開催君津市平山用水完成 1 8 0

▲役員集合写真

　君津市大原台土地改良区が管理する「平山用水」の完成180年

を祝う記念式典が昨年11月12日に君津市松丘コミュニティセンタ

ーで開催されました。

　式典には、用水による水田開墾を計画し工事許可の「嘆願書」を

提出した鈴木三郎左衛門から数えて10代目の末裔にあたる鈴木

辰男氏や来賓の鈴木洋邦君津市長、川名寛章千葉県議会議員など

の関係者120名が出席しました。

　初めの記念講演会では、「平山用水の二五穴」は「歴史的な遺産だ」と記録映画を製作している西谷大 

国立歴史民俗博物館副館長が「平山用水はノミ・つるはしで岩を刳りぬき、幅2尺・高さ5尺の用水路

（通称：二五穴）を16㎞に渡り掘りあげた技術は歴史的な遺産だ。地域の人々の未来に残そうとする意識

もすごい」と講演されました。式典では当改良区石井米夫理事長が「平山用水の完成でこの地域に

大きな繁栄がもたらされた。先人の偉業をしのび、歴史的な遺産を未来に渡って守り抜く」と決意を

述べ、来賓の鈴木洋邦君津市長、川名

寛章県議からは「先人の偉業に敬意を

表し、施設を守ることは困難もある。

今後も応援していく」と祝辞をいただき

ました。

　式典最後の祝賀会では参加者が「完

成180年記念式典」を祝い・語り合い、

盛会のうちに終えることができました。

君津市大原台土地改良区

～水田を守って180年・今後の継承も誓う～

　小櫃川上流は山々が険しく川床が低く農地との高低差があり、田畑に川の流れを利用することが出来

ず、天水による水田10町歩と畑39町歩の村は大変貧しかったため、地元の和算家鈴木三郎左衛門は用

水路による水田開墾を思い立ち、文政2年に領主川越藩に開墾許可の嘆願書を出したが却下されてしま

いました。再度、村人を説き名主や村人連名で天保3年に嘆願書を提出、翌年の3月27日に許可となりま

した。最初の嘆願から15年目のことでした。

１． 貧しい村の解消に立ち上がる

▲挨拶をする石井理事長

平山用水の歴史的な経過・・・
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君津市平山用水完成 1 8 0年記念式典を盛大に開催年記念式典を盛大に開催

　工事は夷隅郡小苗村の君塚五郎右衛門が請負い、天保4年に着手。小櫃川上流の坂畑村稲ヶ先から

硬い岩石を「ノミ・つるはし」で刳り貫き、幅2尺・高さ5尺の水路(二五穴)を総延長距離で約16㎞に及び

掘り上げました。この間の水路の高低差は10ｍあり、高い技術力を知ることが出来ます。工事期間は10

ヶ月の予定が3年4ヶ月にもおよび、天保７年７月に完成しました。見積もりでは995両2分だった経費は

1,615両を要し、人夫も述べ人数で39,094人かかりました。

　開墾された土地は123,047坪の「緑の水田」に生まれ変わり、村人は

苦労が報われた喜びを夢見ました。

　しかし、川越藩は収奪のきついことで有名だったようで、高利の年貢

取立てが待っており、生活の困窮を訴える嘆願書が出され、天保13年

にはこの地域で大きな百姓一揆が起きています。

　また、明治21年には人々の浄財で先人の偉業を称えた開拓碑が建

立され、題額は逓信大臣の榎本武揚、撰文は漢学者の岡千仭が記して

います。

　昭和54年に県下最大の亀山ダムが完成してからは、安定した取水が

確保されるようになりました。

　ダムが完成するまでは取水開始の前や台風など大水の都度、「二五

穴」に入り堆積した土砂・がれきの撤去をするなど維持管理に苦労して

きましたが、今は堆積物も少なくなり作業も軽減しています。

　平山用水の完成から180年が経過した現在では「二五

穴」も老朽化が進み損傷も見られます。今後は、先人たち

が残したこの歴史的な遺産の「平山用水」を未来に渡って

守り維持管理していくことが課題となっています。

2． 工事の着手から完成の苦労

3． 高利の年貢取立てが待っていた

4． ダムからの取水

おわりに

▲開拓碑

▲二五穴からの出口

点検作業の様子

▲
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　熊本県宇土市にある立岡自然公園には、「立岡池」と「花園池」の２つのため池があり、立岡池は

A=91,000㎡、貯水量は約300,000㎥で、花園池はA=167,000㎡、貯水量は500,000㎥であり受益面

積は278haとなっている。近年では、農業従事者の減少や減反により、受益面積はかなり減ってきている。

　本自然公園には、約2,000本の桜があり、桜の名称として親しまれてきたが、花見シーズンを終える

と閑散とした公園であった。花園クリエイティブクラブは、地元である花園小学校の同級生で構成され

ている。小学校の同級生が自然公園で花見をしたことがきっかけとなり、「公園に四季折々の花が咲き、

一年中多くの人が訪れる公園にしたい」という思いから発足された。最初は、コスモスを植えることから

始め、活動資金は熊本県の「里モノプロジェクト」に応募し補助金を活用し、その他は親戚、知人、地域の

人々から賛助金を募り、花の種、苗、土、肥料、農機具を購入した。クラブの活動は、月に2回から5回ほど

花を植える活動を行っている。今では「花しょうぶ園つくり、鑑賞会」「地元小学生とコラボしコスモスの

苗植え」「桜まつりでの花や野菜の販売」「木漏れ日の森つくり（藪を開墾し人々の憩いの場つくり）」等

の活動を行っている。現地研修に訪れた時期は、花の時期ではなかったが、ため池で釣りを楽しむ人々

や綺麗に整備された遊歩道は散歩やジョギングを楽しむ人が多く見られた。また、木漏れ日の森では近

くの幼稚園の遠足だったらしく、子供たちがどんぐりや、松ぼっくりを拾いあつめ、懐かしいようなほっこ

りした時間がながれていた。４０～６０分くらいかけ、遊歩道（ため池）を一周し、ゆっくりとした贅沢な時

間を過ごさせて頂いたとともに、この様な環境つくりは、多忙な行政職員が主体では決して出来ないだ

ろうなと実感させられた。

　最後に、花園クリエイティブクラブの代表は「加藤清正公がつくった郷土の宝を、次世代に継承し守って

いきたい」と力強く話されていたことが深く記憶に残っている。農業従事者が減少している今、ため池は

地域から必要とされない施設となっていくのかも知れない。そんな中、地域の人々が中心となり、活動

することで地域の憩いの場として愛されていくこと、歴史が繋がれていくこと、それこそが人々の故郷

になっていくこと。故郷とは生まれ育った

場所を知り、それを人が守り、人が継承し

ていくことで、かけがえのないものになっ

ていく事を深く感じた。そんな風にため池

を眺めていたら、前日に飲みすぎた焼酎

の苦しみもすっかり良くなり、晴れやかな

気持ちで次の現地研修の場に向かうこと

ができた。

水土里ネット千葉　技術部事業計画課　馬場　光一

～ため池を次世代に継承する（立岡自然公園）～～ため池を次世代に継承する（立岡自然公園）～
ため池フォーラム in くまもと

水土里ネット千葉　管理指導部

平成29年度財務・会計等研修会の開催
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～ため池を次世代に継承する（立岡自然公園）～

　昨年１１月７日（火）、８日（水）千葉県土地改良会館

四階大会議室において「平成29年度土地改良区財

務・会計等研修会」が県内１９４の土地改良区の監事・

会計理事及び事務職員を対象に2日間に分けて開催

され、のべ２４３人が出席しました。

　午前の講義では、全国水土里ネ

ット経理部金内主任から「土地改良区複式簿記の基礎知識」の講義があり、複

式簿記での仕分け等の注意点や導入によるメリットについて説明されました。

　また、資産評価のいろいろな方法についても解説していただきました。

　午後は、関東農政局農村振興部土地改良管理課五味田係長から「土地改良

区の監事及び理事の役割について」の講義があり、土地改良区の組織体系や

諸規程及び帳簿体系と併せて理事・監事の業務及び責務について説明し、

改良区運営における重要な役割を担っていると解説されました。

　また、改良区の過去の不祥事についても事例を交え説明されました。

　休憩後の講義では、千葉県農林水産部耕地課兼坂副主

幹から、「土地改良区の統合整備について」として土地改良

区の合併による効果と課題について説明されました。また、同じく耕地課の鈴

木主幹から「個人情報保護法の改正について」として講義があり、個人情報保

護法の改正における土地改良区への影響について説明さ

れました。

　研修会に参加された方からは「参考になった、だいたい理解できた」との意

見が半数以上を占めた一方で、複式簿記については今後の勉強や、より一層

の努力と、移行していくためには時間も必要になるといった声もありました。

　皆様からのご意見を参考にさせ

ていただき、今後の研修会に繋げて行きたいと思って

おります。

　最後に、２日間に及び講義をしていただいた講師の

皆様にはこの場をかりて厚く御礼を申し上げます。

水土里ネット千葉　管理指導部水土里ネット千葉　管理指導部

▲講師の金内主任

▲講師の兼坂副主幹

▲講師の五味田係長

▲講師の鈴木主幹

平成29年度財務・会計等研修会の開催平成29年度財務・会計等研修会の開催

▲開催の挨拶

研修の風景

▲
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希望の轍  ～さらに向こうへ～希望の轍  ～さらに向こうへ～ 海匝農業事務所

はじめにはじめに1

海匝地域の農業海匝地域の農業2

切望される道路網の整備切望される道路網の整備3

広域農道

おわりに

めぐ

き　ら　り

タカミ

　海匝地域は、千葉県の北東

部（県公認のゆるキャラ“チー

バくん“の耳から首）に位置し、

坂東太郎の異名を取り、畏敬

の念とともに親しまれている

利根川、県内唯一のリアス海

岸で、太平洋の荒波にもビク

ともしない雄大なスケールで

迫る屏風ヶ浦、一転、その南に

は太平洋をなぞるように美し

いカーブを描く九十九里浜が

あります。

　これらの風光明媚な景勝地は、訪れる人々に癒やしを、さらには明日への活力も漲らせ

てくれます。また、１年を通して温暖な気候や関東ローム層がもたらす豊かな台地は、農産

物の生産額で全国トップレベルを誇る千葉県にあって、これを牽引する海匝地域の大きな

特徴の１つです。

　

　匝瑳市、旭市、東庄町からなる一帯は、江戸時代前期の干拓により、「椿の海」と呼ばれる海水湖から「干潟

八万石」と称される広大な水田に生まれ変わりました。先人達の英知と尽力の賜物である農地は、３00年

以上の時を経て２１世紀となった今日でも地域で脈々と受け継がれ、稲作を中心としながらも、時代のニーズ

に応えるべく、近年では野菜・果樹・花卉等を導入するなど新たな取り組みも見られます。この辺りは個人的に

大河というか、時代のロマンを感じます。

　海匝地域は干潟八万石だけでなく、管内全域で水稲のほか園芸作物や畜産も盛んで、それぞれの分野で

全国的にも有数の生産地となっています。特に旭市は、市町村別農業生産額で、昨年度全国第６位という

栄誉を獲得しました。今年度は目指せ！全国ベスト５！をスローガンに、生産者だけでなく農業関係者、市役所

も一丸となって取り組んでいると聞きます。今夏、某アイドルグループが出演する人気番組のコーナー「○円

食堂」で、旭市の名産品である貴味メロン（肉厚で甘くてジューシー）やマッシュルームなどが提供される映像

が放送されましたが、記憶に新しい方も多いのではないでしょうか？

　

　海匝地域は、千葉・東京へ向かう幹線道路同士の連絡が十分とは言えなかったため、たとえ品質の良いも

のを作ったとしても、採れたてを新鮮なまま消費地へ運ぶことは困難という、流通面での課題を抱えていまし

た。そこで、県はこの問題を解消するための切り札として、東総地域における広域農道の整備計画を立案しま
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希望の轍  ～さらに向こうへ～

　これまでお伝えしてきたように、海匝地域では温暖な気候と豊かな自然に決して甘えることなく、時に対峙

し、時に活かしながら、たゆまぬ努力と独創的で卓越したアイディアにより、地域の基幹産業のひとつである

農業を発展させてきました。今日より明日、そして明後日がより良い日でありますように、さらに向こうを目

指して駆け続けたいと思います。

　おわりに、海匝地域の農業が今後も継続的に発展し続けるよう、微力ではありますが私ども海匝農業事務

所としましても、関係機関と連携を図りながら各種基盤整備事業や多面的機能支払交付金事業などを通じ

て、農村振興を推進してまいります。

はじめに

海匝地域の農業

す。全線開通すれば、建設区間と呼ばれる県道と連絡し、整備中の銚子連絡道をはじめ、東関東自動車道、圏

央道や国道等との接続により、千葉・東京方面だけでなく、海外セールスを視野に入れた成田空港とのアクセ

スが今よりずっとスムーズになります。また、有事の際の、人や物資の輸送ルートとしての機能も期待されます。

　

　海匝地域には「東総地区」と「東総台地地区」の２つの広域農道があります。東総地区はすでに全線開通済

みで、地域の主要道路としての役割を果たしています。東総台地地区は、Ⅰ期地区（銚子ルート）及びⅡ期地区

の一部（北ルート）が開通済みで、Ⅱ期地区も残り約１.３km余りと

なりました。それほど遠くない未来、海匝地域で採れた新鮮な農

産物を載せたトラック群が、広域農道に希望の轍を残して千葉や

都心へ向かう姿が思い浮かびます。私たちは「意志あるところに

道は開ける」をスローガンに、海匝地域の、海匝地域による、海匝

地域のため、真に必要な土地改良事業として引き続き広域農道の

整備を進め、１日でも早い全線開通を目指します。
　

　

 ここではちょっと脱線して、海匝地域にお越しの際は休憩やおみ

やげを兼ねて、ぜひお立ち寄りいただきたいスポットを紹介します。

切望される道路網の整備

広域農道広域農道4

おわりにおわりに6

聖地巡礼？　～管内匝り～
めぐめぐ

5

東総台地Ⅱ期地区の概要
● 事業工期
　Ｈ２９～Ｈ３３
● 事業量
　Ｌ＝１，３８４ｍ
● 事業費
　１，６５７百万円

①完成後はＴ字路が交差点に
　生まれ変わり、直進が可能に。

②周辺には名物となった風力
　発電の風車が多く見えます。

①起点（銚子市） ②終点（旭市・東庄町）

　銚子市は漁業と醤油の町として全国的に
有名で、朝ドラの舞台にもなりました。今回
は、おなじみ「ウォッセ」のほか、映画のモチ
ーフやＴＶ番組でリフォームされた「本銚子
駅」を紹介します。名物の「ぬれ煎」を頬ばり
ながら乗車すれば、見えるのは、パッと光っ
て咲いた花
火♪か？波の
花か？

　広域農道東総地区の中間地点に位置し、農道
版「道の駅」ともいえる存在です。地域の新鮮な農
産物や加工品を扱う他、「植木の町」の顔も持つ匝
瑳市らしく、盆栽や鉢植えの品揃えも充実してい
ます。なお、すぐ隣では、干潟八万石の一部である
「春海・椿海・豊和」の各地区で農地整備事業を実
施しています。

　広域農道をしばし離れて国道126号線を
少し入ったところにあります。地域の新鮮な
農水産物を取扱うことや地域医療の核とな
る病院の傍という立地の良さも相まって、開
設したばかりですが、集客数を伸ばしていま
す。近隣では、千葉県を代表する農業の１つ
「大利根用水」の受益である用水
「飯岡西部」地区で農地整備事業
を実施して
います。

本銚子駅 ふれあいパーク八日市場 道の駅「季楽里」
き　ら　りき　ら　り

大正ロマン風の
駅舎はインスタ映え

間違いなし！
体験農場ではタケノコ、さつまいもの収穫体験や

ザリガニ釣りのもイベントもあります。 遊具のある公園が併設され、ファミリーにもおススメ！
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農業事務所だより

ため池等整備事業　大谷地区
平成２９年度　新規着工地区紹介平成２９年度　新規着工地区紹介

お お や つお お や つ

夷隅農業事務所

　大谷ため池は、いすみ市長志に位置し、明治１０年に築造され約１４０年が経過しています。築造以

来、改修時期は不明であるが、堤体右岸・洪水吐・取水施設を改修しながら現在に至っており、地区内

の重要な水源となっています。ため池の特徴としては、堤高6.2ｍ、堤長110.7ｍに対し、貯水量

16,100㎥と比較的小規模なため池となっています。

　堤体盛土は非常に軟弱で、堤体左岸部の上流法面の浸食が大きく、数ヶ所のパイピング孔から

漏水が確認されています。

　また、取水施設や洪水吐は老朽化により維持管理に多大な労力を要しています。

　さらに、堤体下流には農地や人家等が近接しており、本事業により早期の改修工事を行い、農作物

及び人家等への被害を未然に防止し、用水確保による農業経営の安定を図る必要があります。 

　ため池の管理団体である長志上区は、大谷ため池に隣接する谷口ため池（貯水量8,000㎥）も管理

しています。いずれも地域の重要な水源となっており、年間を通じ適切な維持管理に努められています。

農業事

ながし
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▲
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）
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▲
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）

▲

流
末
水
路

▲

取
水
工（
隧
道
内
）

▲

洪
水
吐（
水
路
流
入
式
）

平成２９年度　新規着工地区紹介
お お や つ

＜ため池等整備事業の概要＞
● 事業主体　　千葉県 
● 事業工期　　平成２９年度～平成３２年度        
● 事 業 費　　１０４，０００，０００円        
● 工事概要　　堤体土工  Ｖ＝１１，５３４㎥（セメント系固化材による改良）     

　　　　　　　堤体護岸工  Ａ＝９７３㎡（ブロックマット工法）      

　　　　　　　洪水吐工  Ｌ＝１６．８ｍ（正面越流堰式）      

　　　　　　　取水施設工  Ｌ＝１４．１ｍ（鋼製スライドゲート）      
● 負担割合　　国５５％、県２９％、市１４％、地元２％        
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安房農業事務所
　安房地域は急峻狭小な地形が多く、農業用水は昔から小規模な河川、ため池、風車井戸、天水
などに頼っており、常に用水不足に悩まされてきました。
　そこで、安定した農業用水を供給するために農業用ダムが建設されて、安房地域の農業の発展
に大きく貢献しています。
　今回、安房管内に建設された４箇所の農業用ダムを紹介します。

　安房中央ダムは、昭和３１年度から昭和５４年度にかけて「県営安房中央用水改良事業」により２級

河川丸山川上流の南房総市川谷地先に築造された農業用ダムです。館山市、南房総市（旧安房郡丸

山町、三芳村）の２市に跨がる受益地９７０haに農業用水を供給しています。

　現在、施設の老朽化等により

取水機能の低下や施設の安全性

が懸念されることから、平成１６

年度から「県営かんがい排水事

業（更新事業）安房中央地区」に

より取水設備等の大規模な更新

工事を行っています。

安房中央ダム

　金山ダムは、昭和２７年度から昭和41年度

にかけて「県営加茂川左岸用水改良事業」に

より2級河川金山川上流の鴨川市打墨地先に

築造された農業用ダムです。鴨川市の中央を

流れる加茂川及び支流である金山川沿岸の

受益地４８２haに農業用水を供給しています。

　現在、「経営体育成基盤整備事業（加茂川中

部地区）」により金山ダムの受益地内の約７０

haの農地で、ほ場整備を実施しています。

金山ダム

▲更新前の取水設備 ▲更新後の取水設備
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　保台ダムは、昭和６０年度から平成１２年度にかけて「か

んがい排水事業（一般型、県営）東条地区」により２級河川

待崎川上流の鴨川市和泉地先に築造された多目的ダムで

す。待崎川下流の受益地２４０haの農業用水と鴨川市の上

水道用水を供給しています。

　また、平成４年度から１２年度にかけて「ほ場整備事業（県

営）東条地区）」により耕地の大区画化と汎用化が図られた

受益地では、営農組合などの担い手への農地集積が進ん

でいます。

保台ダム

　佐久間ダムは、昭和５２年度から平成４年度にかけて

「かんがい排水事業（一般型、県営）佐久間地区」により２級

河川佐久間川上流の安房郡鋸南町上佐久間地先に築造さ

れた農業用ダムです。佐久間川沿岸の受益地２４５haの

農業用水を供給しています。

　また、平成５年度から１４年度にかけて「地域用水環境整

備事業」により、親水施設や自然環境に親しむ施設を整備

しました。佐久間ダム周辺では、毎年１２月から２月に水仙、

２月から梅、更に頼朝桜（カワヅザクラ）が続いて咲き、３月

下旬には桜（ソメイヨシノ）などの花の競演があり、多くの

見物客でにぎわいを見せています。

佐久間ダム

農業用水 
1,270千㎥
1,216千㎥

25.5ｍ
186 ｍ

　
2,740千㎥
2,540千㎥

41ｍ
198ｍ

農業用水 
1,801千㎥
1,727千㎥

28.3ｍ
110 ｍ

農業用水 
2,113千㎥
2,024千㎥

36ｍ
110ｍ

用　　　途
総 貯 水 量
有効貯水量

堤　　　高
堤　　　長

ダ ム 形 式 均一性
アースダム

均一性
アースダム

重力式
コンクリートダム

農業用水・上水道用水

中心コア型
フィルダム

安房中央ダム 金山ダム 保台ダム 佐久間ダム
ダムの諸元データ
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君津農業事務所

　千葉県の耕地面積のうち水田の割合は６割弱ですが、君津地域は７割以上と水田が農業生産
の柱になっています。小櫃川と小糸川を有し、豊かな水と肥沃な農地に加え、長年培った栽培技術
と勤勉な気質が高品質な水稲種子籾生産を可能にし
ています。
　
　千葉県内には５つの種子籾産地がありますが、その中
でも、君津地域は県内生産の約50％を占める最大の
産地となっています。
　君津農業事務所では安定した水稲種子供給のため、
各種子生産組合の課題に応じた技術支援を行い、安定
生産を支援しています。
　
　千葉県は、千葉県が育成したオリジナル品種の「ふさおとめ」と「ふさこがね」ばかりでなく、
「コシヒカリ」、「ヒメノモチ」、「ふさのもち」、「アキヒカリ」の種子を生産しています。この
内、君津地域では「ふさおとめ」と「ふさこがね」及び「コシヒカリ」の３品種を生産しています。
　
　水稲種子籾の生産ほ場のことを採種ほと称します。採種ほは、君津市、富津市を中心に、木更津
市、袖ケ浦市を含む４市全体に分布しています。生産者組織は、ＪＡきみつ小糸採種組合（42戸）、
ＪＡきみつ小櫃採種組合（14戸）、ＪＡきみつ君津種子生産組合（２戸）、ＪＡきみつ富津市採種組合
（７戸）の４組合で合計65戸が約170haの栽培を行っています。後継者への世代交代も進み、若手
生産者も多い活気のある産地です。　
　

　種子栽培は、毎年、千葉県農林総合研究セ
ンターが生産した原種を種子生産者が購入し
て行います。
　病害虫の被害がなく、斉一な生育をした稲に
育て、異品種の混じらない種籾を生産するた
め、高い技術と集約的な管理が必要です。
　そこで、種子生産組合では研修会やほ場巡
回、技術実証ほの設置などを行い、高品質な種
子籾が生産できるように努めています。

君津地域の水稲種子生産の取り組み君津地域の水稲種子生産の取り組み
―県内生産の半分を供給する産地支援――県内生産の半分を供給する産地支援―

▲栽培技術向上研修会

▲生産された種子
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　ほ場審査では、他品種が混ざっていないことを第一
に、形質のばらつきや病害虫等の被害がないこと、並び
に生育良好なことを確認します。
　936筆のほ場について、１筆ずつ畦畔と水田の中を歩
きながら審査します。
　農業事務所職員に加え、県庁担当者、農林総合研究
センター、ＮＰＯ法人ちば農業支援ネットワークの応援も
得て実施しています。
　　　　　　　

　ほ場審査の後には、生産物審査（発芽試験）、ＤＮＡ検査、農産物検査などを行い、種子として必要
な品質を確保しています。

　
　平成28年、29年と８月以降の収穫期に降雨が連続する気象条件が続き、刈り取り作業能率の低
下が起きています。産地では適期の中干しや溝切りの徹底を行っていますが、ほ場条件の一層の整
備が必要です。
　今後も安心して種子生産に取り組むため、施設・機械の整備とほ場排水対策、及び農地集積など
新たな課題に関係機関のご支援をいただきながら取り組みます。

君津地域の水稲種子生産の取り組み
―県内生産の半分を供給する産地支援―

▲ほ場審査

▲発芽試験 ▲ＤＮＡ検査試料採取

▲農産物検査 ▲種子センターで調製・袋詰め
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　昨年１１月１５日（水）に全国水土里ネット主催により、標記広報女性部会の

研修会が開催されました。

　開催にあたり、全国水土里ネットの小林専務理事より、「女性の発想力や

能力を活かし効果的な広報活動を推進していってほしい。また、難しく考えず

に、楽しい気持ちで自由にやっていってほしい。」と挨拶がありました。

　その後、先進的に活動を行っている県からの情報提供として、既に立ち上

げている「ちば水土里ネット女性の会」と「やまなし水土里ネット女性の会」

から報告がありました。

　最初に、千葉県では平成２０年度に女性の会を立ち上げ現在に至っている

ことの経緯等、また、最近では関東農政局などでも女性の意見交換会が

開催されていることを私から報告し、「ちば水土里ネット女性の会」の大野

志津子会長（天羽土地改良区主幹）からは今までの活動状況を述べ、研修会や講習会を積み重ねてきたこ

とで会員間の交流が図られ、日頃行っている業務の相談や意見交換もスムーズにできるようになった等、

１０年間の活動の成果と、一方では、参加できない女性職員がいることや参加経費のこと等、いくつか課題

があることを述べられました。

　次に、９月に設立した「やまなし水土里ネット女性の会」の水土里ネットやまなしの萩原丈巳総務課長

から立ち上げの状況や会則･活動計画について説明がありました。設立総会には、参議院議員の進藤

金日子先生を来賓としてお招きし、会の顧問には山梨県の女性副知事である柵木環氏に就任していた

だいたということです。今後は、スキルアップのための研修会の開催や多面的機能支払の活動組織で

活躍されている女性の参加も考えているということでした。

　その後、全国水土里ネットの長山企画研究部長より、「農業農村整備事業について（なぜ、要請活動等を

行うのか）」をテーマに、ＮＮ事業の現況や要望・課題等について説明があり、更なる国民理解を得るため

にも若者や女性、できれば都市住民の理解を得ていく必要があることに言及されていました。更に、「女性

が輝く社会」をつくる安倍内閣の最重要課題のひとつとして、農林水産分野における女性活躍の取り組み

を紹介し、第４次男女共同参画基本計画に「集落営農組織や土地改良区における意志決定過程への女性

の参画拡大に向けた取組を促進する。」と明記されていることも紹介されました。

　最後に、立ち上げの準備を行っている県から準備状況や課題について、既に設立している県からは課題

をどのように解決して行ったのか、意見交換が行われました。

　このように、各県で女性の会を立ち上げる機運が高まり、今後の活動を着実に定着させていくためにも、

各都道府県水土里ネットの参加で行われる「農業農村整備の集い」や「全国土地改良大会」への女性の

参加が広がっていくのも必要ではないかと締めくくられました。

　他県の状況を聞いて、「ちば水土里ネット女性の会」も外へと活動が広がっていくようにできればと感じ

たところです。　

水土里ネット千葉　管理指導部
管理指導課　箕箸 美雪

水土里ネネット千葉　管理指導部
管理指導課　箕箸 美雪

水土里ネット広報女性部会【東日本】が
開催されました
水土里ネット広報女性部会【東日本】が
開催されました

▲全国水土里ネット小林専務理事

▲ちば水土里ネット女性の会
　左が大野会長

農地を
貸したい・借りたいとお考えの方へ
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水土里ネット広報女性部会【東日本】が
開催されました！ 県では、農地中間管理機構を活用して、

大規模に農業を営もうとする人などに、まとまった形で農地を貸し付け、
農地の集積や集約化を図り、経営の効率化を進めています。

農地を貸したい・借りたいとお考えの方は、（公社）千葉県園芸協会にお問い合わせください。

農地を
貸したい・借りたいとお考えの方へ農地を
貸したい・借りたいとお考えの方へ



●●●22 ネットちば・・・●●●●●●●●●水  土  里

年男・年女あつまれ！

　あけましておめでとうございます。5回目の年男ということで情報誌に掲載して頂くことになりまし
た。前回も載せていただきましたが、その年は男の厄年というのでしょうか、バッチリと病気やらケ
ガやらで最悪の一年でした。ですから今年は健康で一年を過ごせればと考えております。土地
改良事業を取り巻く状況だけでなく、社会の状況が時々刻 と々変化するなかでまずは目の前
にある仕事や家庭、自分の健康を考えて何を優先していくべきか考えながら歩んで参りたいと
思います。皆様のご指導ご鞭撻のほどよろしくお願いいたします。最後になりましたが皆様のご
多幸をお祈り申し上げ、新年の抱負とさせていただきます。

換地部換地課 換地第一係　田中　実（1958年生まれ）

　新年明けましておめでとうございます。
　今年で48才、早いもので４回目の年男を迎える年齢となってしまいました。
　私は競馬が好きで、馬券もたまに購入しますが、純粋に馬の競争が好きです。私の好きな
競走馬に2000年頃活躍したアグネスデジタルという馬がいました。この馬の凄いところは芝の
GIレースだけでなく、ダートのGIレースを勝ち、国内のみならず、海外のGIレースを勝った超万
能競争馬なのです。ジャンルは違いますが、野球で投手・野手の二刀流の北海道日本ハムフ
ァイターズ、大谷翔平投手がエンゼルスに入りメジャーリーグに挑戦を表明しました。大谷投手
にはアグネスデジタルのように海外での大活躍を期待しております。
　さて、私の抱負でありますが、アグネスデジタルや大谷投手を少しでも見習って、二刀流までと
はいきませんが、どんな仕事でもどんな環境でもどんな状況でもそれなりの結果が出せるよう努力
したいと考えております。
　本年もどうぞよろしくお願い申し上げます。

管理指導部水土里支援課 水土里支援係　吉橋　勇一（1970年生まれ）

　本来、干支というのは「十干十二支」のことを言い、2018年は十干の5番目の「戊」と十二支の11番目の

「戌」の年になるので戊戌となります。「戌」は元 「々滅」と書いてほろぶという意味で使われていたようですが、紅

葉を終えた草木が再生するために土の中に還り、青 と々力強く繁っていくことを表す意味もあるようです。

　戌年生まれの人は、物事に対して熱心で正義感が強く、真面目で忍耐強く働き者と言われています。その反

面、防衛本能が強かったり神経質なところもあるなど、怒らせたら怖いような一面もあるそうです。

　また、戌年の人は持って生まれた運の良さがあり、危機に瀕した際には助けてく

れる人が必ず現れると言われています。そんな不思議な良運を持ち合わせている

本会の戌年生まれの職員を紹介します。

じっかん じゅう に   し

つちのえ・いぬ

2018年は戌年です。2018年は戌年です。
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　明けましておめでとう御座います。60男の年頭に当たっての抱負というお話を頂き、抱負とは
程遠いながらも“今年への思い”を一筆書かせて頂きます。
　今年も例年に劣らず、いろいろな事を自分なりに精一杯やり、いろいろ失敗もいろいろな人に助
けられ、いろいろと時間がかかっても実が結び、いろいろな人から“いろいろありがとう”と言われる、
いろいろな意味でよい一年にして行きたいと思っています。いろいろと。
　結びにみなさまにとっても、いろいろとご多幸な年で有ります様に、いろいろと。

「年男」より言われたい「いろ男」

技術部環境整備課 環境整備係　林　誠嗣（1958年生まれ）

　新年あけましておめでとうございます。
　今年は私の干支「戌年」です。我が家ではペ
ットを飼っていないので、可愛い犬たちの動画を
見て日々癒されています。
　そんな犬たちですが、本来の特性を生かした
特殊分野で活躍する犬がいます。ご存じの通
り、盲導犬・介助犬・聴導犬・警察犬・災害
救助犬等がいます。嗅覚や聴覚の優れた身体
能力を活かし人の助けをしてくれます。
　私にはこのような優れた身体能力はありません
が、出来る限りの力を出し切り仕事に取り組んで
いく所存です。今年一年、健康第一で、多くの
事にチャレンジし、ワンランク上の自分に成長でき
たらいいなぁと思っています。
　本年もどうぞよろしくお願いいたします。

換地部換地課 換地第一係
山本　友見（1970年生まれ）

　新年あけましておめでとうございます。
　私は平成27年4月に入社し、早い
もので3年が経過しようとしております。
入社した日がついこの間のように思えま
すが、実際に生活していると月日を感
じます。
　歳をとっただけで成長が出来ていな
い自覚があるので、今年は目標を立て
て頑張りたいと思います。

管理指導部水土里支援課
水土里支援係
伊藤　有希（1994年生まれ）

　新年あけましておめでとうございます。
　とうとう還暦を迎えることとなりました。 
昔の還暦に比べると重みの感じられな
い60歳になりそうです。
　それでも一つの区切りとして受け止め
て、なにか新たに目標を探す年にして
いろいろやっていきたいと思います。
　本年もよろしくお願い致します。 

管理指導部水土里支援課
水土里支援係
藤代　洋一（1958年生まれ）

　新年、あけましておめでとうございます。
　主にシステム関連の業務を担当して、三年目
を迎えました。
　今年の抱負ですが、少しでも皆様に貢献でき
るよう自分自身のスキルをワンランクアップさせたい
と思っております。
　本年もどうぞよろしくお願い致します。

管理指導部水土里支援課 水土里支援係
佐藤　幸子（1970年生まれ）

2018年は戌年です。
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実 施 日1

集合場所

集合時間

ゴ ー ル

歩行方法

★コースの概要については、別頁の地図を参照してください。当日歩行用のコース地図は後日配布します。

　

　　　午前8時

大和田機場　　(京成大和田駅徒歩12分　 京成勝田台駅徒歩15分）
◎受付は16時迄

コース地図と矢印標識を見ながら各自のペースで歩く自由歩行です。

　

　　　　　　　　　午前9時 午前10時

　

30kmコース 20kmコース 10kmコース

京成酒々井駅東口 ＪＲ佐倉駅 新検見川公園
（JR総武線 新検見川駅 徒歩２分）

（雨具、帽子、昼食、健康保険証などは各自ご持参ください。）

５００円 （小学生以下無料）（コース地図、完歩証、傷害保険料、飲料水、農産物など）

TEL ０８０－３４２１－０２６７ （担当 田口）
TEL ０４３－４８４－１１５５0（担当 岩本）
TEL ０４３－４８３－１１３１0（担当 伊藤）
TEL ０43－497－39620（担当 金澤）

　今回で２1回目を迎える「千葉の水回廊ウォーク＆疏水百選　印旛沼ウォーク」は、心地よい自然に
触れながら歩きを楽しむことにより、参加者の心身の健康を増進するとともに食糧生産だけではなく、
私たちの県土や環境の保全に重要な役割を果たしている疏水や農業・農村への理解を深めるために
行っているもので、前回は２００人を超える参加者がウォーキングを楽しまれました。
　なお、詳細については、NPO法人ちば歩こう会に直接お問い合せください。

第21回 &

平成３０年４月７日（土曜日）　雨天決行

当日、各集合場所で受付します。

参加者は事前に健康診断等を受けて、万全の体調のもとに、参加してください。
万一事故が発生した場合、主催者は保険による適用範囲以外の責任は負えません。

NPO法人ちば歩こう会
水土里ネット印旛沼
千葉県印旛農業事務所
NPO法人美しい田園21

　花見川－新川－印旛沼の水回廊は、「美しい日本の歩きたくなるみち５００選」「美しい日本の歩きたくなるみち５００選」の道筋です。
　印旛沼は、私たちの生活や国土を潤す「みずのみち」として先人によって築かれたもので、日本の
「疏水百選」「疏水百選」に認定されました。この悠久の道につながる水辺、桜、花木、水田風景、野鳥の声など
心地よい自然に触れながら歩きを楽しみましょう。

歩行内容2

問合せ先6

免責範囲5

参加申込4

参 加 費3



25ネットちば・・・

水土里ネットちば

●●●●●●●●●水  土  里●●●

「美しい日本の歩きたくなるみち５００選」

「疏水百選」
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